
（施策の指標の実績、構成する行政計画事業の進捗・成果・課題等を踏まえて評価）

● 高齢者及び障害者の権利の擁護や尊厳の保持が図られ、安心して暮らせる地域社会が実現されています。

主
管

福祉部

計画策定時
（26年度末）

指標名

虐待防止対策の強化

28年度27年度

［

⑩

②

③

⑤

市民後見人の育成

60 ］

平成２９年度　施策評価シート

［施策№］
施策名 福祉課

施
策
の
概
要

Ⅲ　暮らしやすいまち

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

（６）生活の安心と安定に向けた支援

１０年後の
めざす姿

長期総合
計画体系

[ 将 来 像 ]

[基本目 標]

[ 小 柱 ]

主な取り組み

＊施策を構成する行政計画事業の進捗は、裏面「行政計画事業」を参照。

① 成年後見制度の普及啓発

権利擁護の推進

⑥

⑦

⑧

　成年後見制度の内容について周知を進めるため、区民向け講座に加え、介護支援専門員（ケアマネ
ジャー）に対して研修を実施し、施策の指標である「成年後見制度を知っている又は聞いたことのある人の
割合」は、高齢者・障害者ともに増加している。また、平成２７年度から区独自の市民後見人の育成を開始
し、制度利用を促進する体制づくりを進めている。
　虐待防止対策については、区民だけでなく関係機関向けに各種講座を実施することなどにより、早期発
見・早期対応のための体制強化を図っている。
　１０年後のめざす姿である「高齢者・障害者が安心して暮らせる地域社会の実現」に向けた取り組みは、
着実に進んでいる。

　Ａ　順調である

　Ｃ　課題がある

　Ｂ　一部課題がある

高齢者　７８.２％
障害者　５９.４％

増　加 ―

目　標
（36年度末）

成年後見制度を知っている
又は聞いたことがある人の割合
（高齢者・障害者）

評
価
結
果

Ａ

施
策
の
執
行
状
況

④ ⑨

施策の指標

学識経験者
からの意見

高齢者　７４.９％
障害者　５６.２％

（２５年度）

　障害と介護のサービスの相互理解を深めるために、区内の地域包括支援センターの職員と、障害者（児）
の相談支援事業所の職員との合同研修会を開催したことについて評価する。
　成年後見制度における、市民後見人の育成・支援については、コストがかかるが継続が必要である。



実　施

目標

実　施

現況
（26年度末）

計画事業量
年度別

事業計画
27年度 28年度

29年度
（見込み）

目標 実　施 実　施

成年後見制度利用支援

支援・充実支援・充実

目標

推　進

実　施
実　施 実　施 実　施

目標 １回 １回 １回

目標

実績
4

年１回

年１回

実績

目標

実績

実績

目標

目標

実績

実績

目標

3

目標

実績

目標

目標

実績

目標

推　進

目標 実　施 実　施 実　施

推　進 推　進

１回

１回

介護予防・
地域支援課

介護予防・
地域支援課

介護予防・
地域支援課

障害福祉課

実　施

実績 １回

虐待事例への対応

実績 推　進

１回 １回

推　進

推　進

 施策を構成する行政計画事業の進捗

所管課
（事業№）

行政計画事業名

目標

１回

実　施市民後見人の育成

―

支援・充実

支援・充実

支援・充実 支援・充実

１回

実績

関係機関との連携

推　進

実績

2
（186）高齢者・障害者の
虐待防止

目標

目標

実績

目標

高齢者虐待防止セミナー

１回

障害者虐待防止講演会

１回

実績

支　援
支援・充実

（185）成年後見制度利
用支援

1

実績

実績

福祉課

目標

福祉課
実績 実　施 実　施

１回

実績

実績

目標

１回

実績


